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２
０
１
０
年
度
の
専
修
大
学
入

学
式
が
４
月
５
日
、
東
京
・
千
代

田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ

た
。
満
開
の
桜
が
春
の
雨
に
洗
わ

れ
た
こ
の
日
、
新
設
の
人
間
科
学

部
生
を
含
め
新
入
生
４
９
０
０
人

（
一
部
７
学
部
４
３
１
６
人
、
二

部
３
学
部
３
８
７
人
、
大
学
院
５

研
究
科
１
３
６
人
、
法
科
大
学
院

６１
人
）
が
式
に
臨
ん
だ
。

日
髙
義
博
学
長
は
式
辞
の
な
か

で
「
大
学
で
は
何
を
修
得
し
た
か

が
大
切
だ
。
問
題
を
自
ら
発
見

し
、
そ
れ
を
主
体
的
に
解
決
す
る

力
を
体
得
す
る
こ
と
が
決
定
的
に

重
要
だ
。
専
修
大
学
の
１
３
０
年

に
わ
た
る
歴
史
の
重
み
に
は
、
学

生
が
大
き
く
変
身
す
る
だ
け
の
環

境
が
整
っ
て
い
る
。
大
き
な
夢
を

描
き
、
社
会
に
お
い
て
自
分
の
な

す
べ
き
こ
と
を
見
定
め
、
人
間
と

し
て
の
幅
を
広
げ
て
ほ
し
い
。
自

己
の
可
能
性
を
信
じ
、
何
事
に
も

果
敢
に
挑
戦
し
よ
う
」
と
語
り
か

け
た
∥
２
面
に
式
辞
要
旨
。

ご
父
母
の
会
で
あ
る
育
友
会
の

菅
沼
堅
吾
会
長
が
同
会
の
活
動
を

紹
介
。
「
一
緒
に
学
生
た
ち
を
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
会
場

の
ご
父
母
に
呼
び
か
け
た
。
新
入

み

の
り

生
を
代
表
し
て
田
辺
美
永
さ
ん

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
・
千

葉
県
専
大
松
戸
高
）
が
宣
誓
し

た
。歓

迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
専
修

大
学
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団
を
バ
ッ
ク
に
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の

や
ま
も
と
き
ょ
う
こ
さ
ん
（
平
３

商
）
が
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
グ
レ
ー

ス
」
な
ど
を
熱
唱
。
司
会
は
鈴
木

梢
さ
ん
（
文
３
）
が
務
め
た
。

入
学
式
・
日
髙
学
長
式
辞
／
学
部
長
・
大
学
院
研
究
科
長
／

法
科
大
学
院
長
か
ら
の
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
…
…
…
…
…
…
❷
❸

入
学
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ト
特
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❹
❺

２
０
１
０
年
度
入
試
結
果
／
高
校
別
合
格
者
数
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❻
❼

充
実
し
た
大
学
生
活
の
ス
タ
ー
ト
！

新
入
生
歓
迎
セ
ミ
ナ
ー
…
…
…
…
…
…
❽

創
立
者
の
米
国
で
の
足
跡
を
た
ど
る
「
創
立
１
３
０
年
記
念
海
外
セ
ミ
ナ
ー
」…
❾

「
社
会
知
性
」
広
め
る
人
に
∥
入
学
式
・
坂
田
学
長
式
辞
…
…


教
員
と
共
に
考
え
、
学
ぼ
う
∥
入
学
式
・
寺
本
学
長
式
辞
…
…


国
際
交
流
協
定
校
の
米
オ

レ
ゴ
ン
大
学
か
ら
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ラ
リ
ヴ
ィ
エ
学
長
ら
が

３
月
２９
日
、
日
髙
義
博
理
事

長
・
学
長
を
表
敬
訪
問
。
両

大
学
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化

を
確
認
し
合
っ
た
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

た
一
行
は
ラ
リ
ヴ
ィ
エ
学
長

の
ほ
か
、
マ
イ
ケ
ル
・
レ
デ

ィ
ン
グ
副
学
長
（
対
外
部
門

担
当
）
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

デ
ュ
ラ
ン
ト
副
学
長
（
国
際

交
流
担
当
）
、
ス
コ
ッ
ト
・

コ
ル
ト
レ
ー
ン
教
養
学
部

長
、
ジ
ャ
ン
・
ラ
リ
ヴ
ィ
エ

学
長
夫
人
の
５
人
。
懇
談
は

終
始
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

行
わ
れ
た
。

日
髙
学
長
は
「
専
修
大
学

は
昨
年
、
創
立
１
３
０
年
を

迎
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事

業
を
展
開
し
て
き
た
」
と

し
、
本
学
の
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
で
あ
る
「
社
会
知
性
の
開

発
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
う

え
で
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
と
の

交
流
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き

た
い
と
語
っ
た
。
ラ
リ
ヴ
ィ

エ
学
長
も
「
こ
れ
ま
で
両
大

学
の
交
流
は
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
実
を
結
ん
で
い
る
」
と
語

り
、
本
学
の
国
際
交
流
活
動

や
少
子
化
に
向
け
て
の
対
策

を
尋
ね
た
。

本
学
と
オ
レ
ゴ
ン
大
学

は
、
１
９
９
０
年
３
月
に
国

際
交
流
協
定
を
結
び
今
年
３

月
、
ち
ょ
う
ど
２０
年
と
な

る
。
活
発
な
学
術
交
流
、
教

職
員
間
・
学
生
間
交
流
が
多

彩
に
行
わ
れ
て
き
た
。
最
近

で
は
、
オ
レ
ゴ
ン
大
学
の
学

生
や
卒
業
生
が
国
際
交
流
事

務
課
で
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て

働
き
、
留
学
希
望
の
学
生
や

職
員
の
英
語
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

こ
の
日
の
通
訳
は
、
同
課

に
在
籍
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
さ
ん
（
２
０
０
７
年

秋
、
本
学
の
日
本
語
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｌ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
受
講
）
と
大
林
守
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
が
務
め

た
。

４
月
７
日
、
国
際
交
流
協

定
校
で
あ
る
韓
国
の
檀
国
大

チ
ェ
ソ
ン
ジ
ン

学
か
ら
崔
鐘
振
副
総
長
（
対

キ
ム

ヨ
ン

ハ

外
協
力
担
当
）
、
金
英
厦
不

動
産
・
建
設
大
学
院
長
が
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
髙
義

博
理
事
長
・
学
長
を
表
敬
訪

問
し
た
。
檀
国
大
学
は
、
本

学
の
ア
ジ
ア
の
協
定

校
の
中
で
最
も
古

く
、
１
９
８
６
年
か

ら
国
際
交
流
協
定
が

始
ま
っ
た
。

日
髙
学
長
ら
に
歓

待
さ
れ
た
崔
副
総
長

は
「
檀
国
大
学
は
専

修
大
学
と
長
い
、
密

接
な
お
付
き
合
い
が

あ
り
、
訪
問
し
て
そ

の
関
係
を
実
感
し
た
」
と
語

り
、
海
外
に
お
け
る
日
本
と

の
関
係
を
強
調
し
た
。

日
髙
学
長
は
両
大
学
間
の

連
携
の
パ
イ
プ
を
「
さ
ら
に

太
く
し
て
い
き
た
い
」
と
呼

び
掛
け
、
檀
国
大
学
の
東
洋

学
研
究
所
が
韓
国
初
の
本
格

的
漢
字
辞
典
と
し
て
完
成
さ

せ
、
昨
年
本
学
に
寄
贈
し
た

『
漢
韓
大
辞
典
』（
全
１６
巻
）に

つ
い
て
の
労
を
た
た
え
た
。

通
訳
は
、
専
修
大
学
の
外

国
人
客
員
研
究
員
で
コ
リ
ア

語
教
育
に
も
携
わ
っ
て
い
る

ソ
ン

キ
ゥ
イ

ヨ
ン

宋
貴
英
檀
国
大
学
日
語
日

文
学
科
教
授
が
務
め
た
。

専
修
大
学
図
書
館
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
西
洋
中

世
の
美
し
い
写
本
（
手
書
き

の
本
）
や
イ
ン
キ

ュ
ナ
ブ
ラ
（
初
期

の
活
版
印
刷
物
）

な
ど
を
展
示
す
る

企
画
展
「
書
物
の

美
に
ふ
れ
る
～
西

洋
に
お
け
る
装
飾

術
の
継
承
～
」

が
、
４
月
１
日
か

ら
専
修
大
学
図
書

館
（
本
館
）
で
始

ま
っ
た
。
多
く
の

学
生
や
市
民
が
訪
れ
て
い
る

∥
写
真
（
会
期
は
２７
日
ま

で
）。展

示
は
、
世
界
で
十
数
点

し
か
存
在
し
な
い
彩
色
写
本

の
『
ポ
リ
ク
ロ
ニ
コ
ン
』（
１

け
ん
ら
ん

４
２
０
年
ご
ろ
）
や
絢
爛
豪

じ

と
う

し
ょ

華
な
『
時
祷
書
』
（
１
４
５

０
年
ご
ろ
）
、
世
界
三
大
美

書
の
一
つ
で
あ
る
チ
ョ
ー
サ

ー
の
『
作
品
集
』
（
ケ
ル
ム

ス
コ
ッ
ト
・
プ
レ
ス
版
、
１

８
９
６
年
）
な
ど
２２
点
。
原

本
を
忠
実
に
再
現
し
た
複
製

版
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
）
も
展

示
し
、
手
書
き
の
文
字
や
挿

絵
、
装
飾
、
装
丁
の
美
し
さ

を
実
物
で
鑑
賞
、
複
製
版
は

実
際
に
手
に
触
れ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

◇
「
ニ
ュ
ー
ス
専
修
」
と
は
…
…

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
役
立
つ
情
報
や
学
生
の
寄
稿
、
体
育
会
の
活
躍
・
試
合
予
定
な
ど

を
満
載
し
て
毎
月
１５
日
に
発
行
し
て
い
ま
す
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
１
２
０
年
記
念
館
（
９

号
館
）、
１
３
０
年
記
念
館
（
１０
号
館
）
を
は
じ
め
、
学
生
生
活
課
前
、
学
生
食
堂
な
ど
に
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
１
号
館
地
下
１
階
、
７
号
館
１
階
な
ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由

に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
育
友
会
員
の
皆
様
に
は
、
育
友
会
か
ら
送
付
い
た
し
ま
す
）

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

交
流
２４
年
、さ
ら
に
パ
イ
プ
を
太
く

日
髙
学
長
入
学
式
で
激
励

「可能性信じ果敢に挑戦を」

交交流流２２００年年 ささららにに連連携携強強化化

韓
国
・
檀
国
大
副
総
長
が
表
敬
訪
問

米オレゴン大学ラリヴィエ学長、日髙学長と懇談

▲ 日髙学長に宣誓書を手渡す新入生代表の田辺美永さん＝４月５日、日本武道館で

▲ 前列左から宋貴英教授、
崔鐘振副総長、日髙学長、
金英厦院長

書
物
の
美
見
て
触
れ
て

西
洋
の
中
世
写
本
や

活
版
印
刷
物
を
展
示

生
田
・
図
書
館

▲
懇
談
す
る
左
か
ら
デ
ュ
ラ
ン

ト
副
学
長
、
コ
ル
ト
レ
ー
ン

教
養
学
部
長
、
ラ
リ
ヴ
ィ
エ

学
長
夫
妻
、
レ
デ
ィ
ン
グ
副

学
長
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